
広報対話課から
（☎025－526－5111）
「広報上越11月号」は、10月
23日㊌・24日㊍に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
対話課または、各総合事務所へ
ご連絡ください。
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荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間
～北前船寄港地・船主集落～

　北前船が栄えた時代、直江津は「今
いま
町
まち
」と呼ばれ、高田藩の外港で

ある今町の港には北前船が寄港しました。さらに鉄道が開通すると、
直江津は海陸の要所として大いににぎわいました。

▲金庫・電話ボックス
金庫には直江津銀行の社名が入っています。回漕店時代の電
話ボックスは、大正時代のアールデコ調のデザインが特徴的です。

▲本館ホール
壁には北前船の時代に風待ち湊

みなと
として栄えた郷

ごう
津
づ
湾の絵

画が飾られています。

日本
遺産

　まちの発展により、直江津に本店を置く銀行が創設され
るようになりました。旧直江津銀行は、明治28年に「直
江津積

せき
塵
じん
銀行」の名称で発足し、直江津の商工業を支えま

した。銀行は大正４年に解散しましたが、銀行の建物は海
運業を営む高橋達

たつ
太
た
が取得し、同９年に中央３丁目の現在

地へ移築しました。その後、旧直江津銀行の建物は回
かい
漕
そう
店

の社屋として使用されました。現在も地域のランドマーク
的存在として親しまれています。

直江津の商工業を支えた銀行

　旧直江津銀行の建物は平成31年に上越市文化財に指定され、同年４月に「ライオン像
のある館」として開館しました。建物内部は移築当時のまま残されており、金庫やカウン
ターは直江津銀行時代のもので、家具や時計、電話ボックスなどは回漕店時代のものです。
館内では直江津の商工業を支え続けた銀行の歴史に触れることができるほか、各種作品展
示や演奏会などの会場としても活用されています。

ライオン像のある館（旧直江津銀行）

詳しくは

ライオン像の
ある館

▲ライオン像のある館（旧直江津銀行）
入口前のライオン像は、高橋達太の要請により柏
崎市の石工・小川由

よし
廣
ひろ
が制作しました。

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

上越市の人口・世帯数

88,972人
　  （-41人）

92,004人
　（-62人）女男

180,976人
　  （-103人）合計

数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  82
204

 271
 252

＜人口増減内訳＞

77,689世帯（+38世帯）

令和６.9.１現在。（　）は前月との比較
表紙のことば ： デジタルでもっと便利に！
　最近では、スマートフォン１台で調べ物や買い物を
したりすることが多くなり、デジタル技術の進歩に驚
いています。今後もますますデジタル技術を使ったサー
ビスが身近になっていくことでしょう。市では、市民
の皆さんがもっと便利に行政サービスが受けられる
よう、デジタル技術を活用した取り組みをこれからも
進めていきます。

デデジジタタルルでもっともっと便利便利にに！！
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